
クイズの解説

第18回 子どもの頭部外傷（2020年9月8日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

＜ 正解 Ⅲ 何回も吐く＞

話しかけても反応がない、うとうと眠ってしまう、何回も吐く、顔色が悪い状態が続いている場合には、病院を受診してください。

転んで硬いものに頭をぶつけた、高いところ（身長の2倍）から頭から落ちたなど、子どもが頭をぶつけた時、一般的には数時間のうちに症状が出てきます。頭をぶつけたことにびっくりして、すぐに
泣かないこともありますが、その後、泣き出したり、駆け寄ってきたりと、子どもらしい反応があれば、しばらく様子を見ていてもよいでしょう。6時間を超えて何もなければリスクは下がります（※）。
様子を見る上で一番大切なのは、子どもの見た目の状態です。頭をぶつけた直後に話しかけても反応がない、うとうと寝てしまう（傾眠）、何回も吐く、顔色が悪い状態が続いている場合には
病院を受診し、けいれんを起こしたなど症状によっては、救急車を呼んでください。
※高齢者は、数か月遅れて症状が出てくる場合があります。

頭をぶつけるとたんこぶができることがあります。5㎝を超えるような大きなたんこぶや側頭部のた
んこぶは、注意が必要です。おでこや後頭部は、比較的骨も厚くできていますが、側頭部は骨が
薄いので、硬いところにぶつけると頭蓋骨が骨折している場合があります。ぶつけた頭の位置もしっ
かりと確認しましょう。たんこぶは冷やしてもいいのですが、子どもが嫌がる場合は無理に冷やす必
要はありません。時間の経過とともに吸収されて小さくなります。

東京消防庁の調査によれば、乳幼児の頭部外傷の事故で多いのは転落事故です。右表のと
おり、ベッド、階段、自転車の補助イス等からの転落が事故の原因となっています。重大事故につ
ながらないように、階段にはベビーガードを、家具にはコーナーガードを、自転車に乗せる場合はヘ
ルメットを着用させる、ベビーカーや抱っこひもを使う場合は必ず安全ベルトをするなど、日頃からの
環境整備（対策）が重要です。

＜転落事故の原因上位５つ＞ 東京消防庁平成30年
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